
令和６年度 青果物販売情勢について 

 

令和６年３月２８日（木）現在 

「いちご」 

各仲卸の年度末を迎え必要以上に荷を抱えないことから全体的に荷動きは鈍くなっています。品質面

は九州産では低下が見られ関東産は維持されている状況で相場は保合となっております。 

 

【単価】250gパック（とちおとめ）２Ｌ 420-400円 Ｌ 400-380円 Ａ 350-330円 

 

「春 菊」 

関東産に切り替えとなる中、増量ベースに鈍く量販店からの引き合いも強いことから相場を強めなが

らの販売環境となっております。 

  

【単価】150gパック ＡＬ 120-90円 

 

「に ら」 

 栃木県産の低調入荷が続く中、葉物類全体としても不足感のある販売となっており、相場は強含みとな

っております。 

 

 【単価】100g束 ＡＬ 70-65円   

 

【アスパラ】 

 長野産の入荷量は微増傾向だが、他産地が少ないため全体量は横ばいとなっています。これまでの高値

傾向により荷動きは緩慢となっており、相場は保合となっています。 

 

 【単価】100g束 ２Ｌ 210-200円 Ｌ220-200円 Ｍ200-180円 

 

【えんどう類】 

 九州・愛知県産の入荷量は少ない状況も、今までの高値反動により注文が減少傾向にあり荷動きは鈍化

しております。相場は保合となっております。 

 

【単価】さやえんどう Ａ 3000-2500 円    スナップえんどう Ａ 2200-2000円 

 

 

ＪＡふくしま未来 

営農経済部園芸課 


